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成果報告書（概要版） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

実施機関名（国立大学法人山形大学） 

 

1．テーマ 

附属学校における一貫性のある教育と大学との連携による「まつなみ学習支

援室」を中核に据えた児童に対する適切な支援方法の開発研究 

 

2．問題意識・提案背景 

幼稚園から発達障害の可能性のある子どもが入園しており，附属学校にお

ける連絡入学制度により小学校，中学校へと進む子どもが少なくない。そこ

で，幼稚園段階からの早期支援と附属小学校を中核に据えた学校園間の教育

の連携が大きな課題となってきた。そこで，附属学校における学習支援室を

中核に据えた学習面及び生活面での支援方法を開発するための研究を進め

ていくことが必要と考えた。 

 

3．指定校について 

（小学校の場合） 

指定校名：山形大学附属小学校 

学級数及び児童生徒数 

 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 

通常の学級 ９９ ３ ９８ ３ ９５ ４ 100 ４ ９５ ４ 125 ４ 

特別支援学級             

通級による指導 

の対象者数 
        １  １  

教職員数 

校長 教頭 教諭 養護教諭 講師 ＡＬＴ 事務職員 特別支援教育支援員 スクールカウンセラー その他 計 

１ １ ２４ １ ２ １ ５ ３ １ １ ４０ 

 

4．指定校における取組概要 

① 目的・目標 

「まつなみ学習支援室」を中核として，学習面や生活面で困り感を示す児童

の学校生活への不適応を防ぐため，授業改善と個別指導の組み合わせ等によ

り適切な支援方法を開発することを本研究の目的とする。 

 本研究を通じて，研修の充実（教員の受講率１００％），保護者の理解促

進（研修会参加者５００名以上，）及び専門家養成の推進（講師，助言者等

１０名以上）を到達すべき目標とする。 

② 学習面や行動面で何らかの困難を示す児童生徒を含むすべての児童生徒が

理解しやすいよう配慮した授業等，指導方法の改善 

  ・ユニバーサルデザインに基づく授業や ICT の活用による情報提示を積極

的に行う授業などを実施し，大学教員を交えた授業研究会により指導方法

の改善に取り組む。その成果は，公開研究会等の機会を通じて，県内外の

学校へ情報発信する。 



③ 放課後補充指導等の学習面での配慮や視覚的・聴覚的な刺激の軽減等の行動

面での配慮による指導方法の工夫 

  ・大学教員のスーパーバイザーによるアセスメントと指導計画に基づき，

支援員による個別指導を実施し，学習面での支援を充実させる。 

④ 適切な実態把握等による早期支援の実施 

・支援ファイルの作成と附属学校園，附属中学校間の連絡・共有により，

学校園での生活全般について早期からの一貫した支援を実施する。 

 

5．主な成果 

・7月 29日（火）に実施した附属学校合同研修会（1日研修）には，附属

学校園（幼・小・中・特支）から 78名の教職員が参加し出張者を除いた

受講率は１００％であった。内容は，次の通りである。 

 講演と演習「附属学校園の幼児児童生徒理解と対応」「担任力で育む」 

            講師 広島大学大学院 教授 栗原慎二 氏 

・保護者に対する研修会は，６月６日（金）の教育課程説明会の終了後に

行い「特別でない特別支援教育」というテーマで説明し，特別支援学級

のない附属小学校においても特別支援教育が必要なことを伝え保護者の

意識の変容を図った。 

・附属小学校職員を中心に，県や市教委主催の特別支援教育研修会などに

参加して，特別支援教育に対する専門性を高めることができた。 

  ・支援員の配置により一人ひとりへの関わりが増えた効果として，次のよ

うな改善が見られた。 

＜不登校傾向児童数＞ 

２５年度 １名（別室登校）  ２６年度 ０名  

＜欠席児童数＞ 

２５年度 ５９２人      ２６年度 ５８１名（１０月末現在） 

※ 特に３年生では，６８名も減少した。 

※ ５日以上の欠席者数も２５年度１１人に対し２６年度４人（１

０月末現在） と大きく減少している。 

  ・低学年（１年～３年）を中心に支援員を配置したことにより，常にＴＴ

の学習が可能になり，校舎改修工事中の騒音の中においても，児童は，

教室からの飛び出しなどなく，落ち着いて学習に取り組むことができる

ようになった。 

・発達障害の可能性のある児童を含めた特別支援の必要な児童を改めて洗

い出し，個に応じて支援計画や指導計画の作成を進めることができた。 

  ＊本校の傾向として，自閉スペクラム症傾向児童の割合が大きい。  

・大学との連携により四附属の関わりが深くなり，附属学校園の幼児児童

生徒への的確な指導援助につながっている。 

 

 

 

 



6．今後の課題と対応 

・耐震化校舎改修工事のため公開研究会を見送り，附属小学校の研究にユ

ニバーサルデザイン授業の要素を取り入れた授業の公開ができなかった

ので，２７年度に公開するとともに，更なる授業改善に取り組む。 

・個々への対応を強化するため，より多くの個別支援計画及び指導計画を

作成し，対応するようにする。 

・特別支援関係職員（特別支援教育コーディネーター・発達障害支援コー

ディネーター・スクールカウンセラー・支援員等）の関わりを整理すると

ともに，勤務日数・勤務時間などの変更も検討し，さらに有効に活用でき

るよう改善する。 

・対象児童の実態把握，保護者との困り感の共有，専門家との連携，指導

体制の工夫，児童理解に基づいた学級経営，以上の５点を常に意識しなが

ら，組織的対応ができるようにしていくことである。 

 

7．問い合わせ先 

組織名：山形大学 

（1）担当部署 小白川キャンパス事務部附属学校事務室 

（2）所在地  山形県山形市松波二丁目７－２ 

（3）電話番号  ０２３－６４１－４４４３ 

（4）FAX 番号  ０２３－６４１－８５９４ 

（5）メールアドレス  somhosafu@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


